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い
さ
さ
か
唐
突
だ
が
、
昭
和
の
心
を
書

き
残
し
た
く
「
手
を
つ
な
ぐ
母
の
歌
」
の

こ
と
を
綴
る
。
男
女
平
等
の
視
点
か
ら
も
、

む
ろ
ん
父
親
の
役
割
も
大
切
だ
が
、
私
の

こ
の
歌
に
寄
せ
る
想
い
は
深
い
。

　

平
安
時
代
、
あ
る
貴
族
が
子
ど
も
の
た

め
に
乳
母
を
雇
っ
た
。
夫
が
「
教
養
の
あ

る
女
性
な
の
か
」
と
妻
に
問
う
と
「
大
和

心(

や
ま
と
ご
こ
ろ)

（
人
を
思
い
や
る

優
し
い
気
持
ち
）
が
あ
れ
ば
充
分
で
す
。
」

と
答
え
、
夫
は
絶
句
し
た
と
い
う
。

　

時
は
移
り
、
か
つ
て
昭
和
天
皇
は
太
平

洋
戦
争
に
ご
反
対
で
あ
っ
た
も
の
の
、
軍

部
の
強
硬
な
姿
勢
と
政
府
の
判
断
を
尊
重

さ
れ
開
戦
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
戦
争
は

ず
る
ず
る
と
長
引
き
戦
禍
は
拡
大
し
、
つ

い
に
、
政
府
は
国
の
方
針
を
決
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
陛
下
の
御
言
葉
に
祖
国
の
運

命
が
委(

ゆ
だ)

ね
ら
れ
、
ご
自
身
の
命

の
危
険
も
か
え
り
み
ず
に
終
戦
の
「
ご
聖

断
」
を
下
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
御
家
族
と
暮
ら
せ
な
か
っ

た
昭
和
天
皇
が
母
の
よ
う
に
慕
っ
た
足
立

(

あ
だ
ち)

タ
カ
と
い
う
女
性(

ひ
と)

が
い
た
。
ご
幼
少
の
頃
、
怖
い
夢
を
見
た

陛
下
が
「
タ
カ
」
「
タ
カ
」
と
呼
び
、
そ

の
胸
に
抱
か
れ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ

の
母
性
の
肌
の
温
も
り
を
体
験
さ
れ
た
こ

と
と
前
述
の
「
ご
聖
断
」
は
無
関
係
だ
と

は
私
に
は
思
え
な
い
。

　

女
性
が
体
内
で
約
十
ケ
月
も
他
の
生
命

を
宿
す
経
験
は
男
性
に
は
想
像
で
き
な

い
。
戦
時
中
、
特
別
攻
撃
隊
の
若
い
兵
士

が
「
お
母
さ
ん
」
と
最
後
に
つ
ぶ
や
き
、

今
も
八
十
才
を
超
え
る
老
婆
が
「
お
母
さ

ん
」
と
言
っ
て
息
絶
え
る
と
い
う
。

　

「
母
」
な
る
存
在
が
な
け
れ
ば
私
た
ち

の
魂
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
帰
る
の
か
。

育
成
会
活
動
の
原
点
は
、
障
が
い
の
有
無

を
問
わ
ず
、
子
を
想
う
母
の
真
心
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
時
代
が
、
い
か
に
変
わ
ろ
う

と
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
障
害
者
差
別
解
消
法
の
一
部
改
正
）

　

平
成
28
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
障
害

者
差
別
解
消
法
の
一
部
が
、
５
月
28
日
の

参
議
院
本
会
議
で
、
全
会
一
致
で
可
決
成

立
し
、
６
月
４
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
①
民
間
事
業
者
に
は
、〝
努

力
義
務
〞
と
さ
れ
て
き
た
〝
合
理
的
配
慮
〞

が
〝
義
務
〞
と
し
て
課
せ
ら
れ
る
。
②
行

政
機
関
相
互
間
の
役
割
や
連
携
の
強
化
を

図
る
。
③
差
別
解
消
の
た
め
の
支
援
措
置

（
人
材
育
成
及
び
確
保
な
ど
）
を
強
化
す
る
。

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

熊
本
県
は
、
国
の
差
別
解
消
法
に
先
駆

け
、
平
成
24
年
４
月
に
〝
不
利
益
取
扱
い

の
禁
止
〞〝
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
た
め
の

合
理
的
な
配
慮
〞〝
相
談
体
制
及
び
個
別
事

案
解
決
の
仕
組
み
〞〝
県
民
の
理
解
の
促
進
〞

を
、
重
要
な
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
「
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
熊

本
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
啓
発
活
動
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「
コ
ロ
ナ
禍
に
思
う
」

社
会
福
祉
法
人

熊
本
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会　
　

長　
　

川　

村　

隼　

秋

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
〝
合
理
的
配
慮
〞
に
つ
い
て
は
、
「
障
が

い
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に

お
い
て
受
け
て
い
る
制
限
や
制
約
（
社
会

的
障
壁
）
を
な
く
す
た
め
の
必
要
か
つ
合

理
的
な
配
慮
が
、
負
担
が
重
す
ぎ
る
こ
と

と
な
ら
な
い
範
囲
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

６
月
６
日
の
熊
本
日
日
新
聞
の
２
面〝
射

程
〞
は
、
―
「
合
理
的
配
慮
」
を
大
切
に

―
を
見
出
し
に
、
次
の
記
事
を
載
せ
て
い

ま
し
た
。
（
一
部
省
略
）

　
〝
社
会
の
バ
リ
ア
ー
を
で
き
る
だ
け
取
り

除
き
、
生
活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
。
合
理
的

配
慮
は
、
障
害
者
に
限
ら
ず
万
人
を
暮
ら

し
や
す
く
す
る
。
段
差
を
な
く
す
ス
ロ
ー

プ
が
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
手
押
し
車
を
扱
う

人
に
と
っ
て
も
移
動
の
助
け
と
な
る
よ
う

に
。
こ
う
し
た
気
配
り
が
当
た
り
前
に
な

れ
ば
、
誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
社
会
に
な

る
は
ず
だ
。
し
か
し
現
実
は
ど
う
だ
ろ
う
。

多
く
の
問
題
で
合
理
的
配
慮
を
怠
り
、
差

別
や
排
除
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
は
い
な
い

か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
で
も
合
理
的
配
慮

は
必
要
不
可
欠
な
は
ず
だ
。
当
事
者
に
目

を
配
り
、
で
き
る
限
り
の
対
処
に
知
恵
を

絞
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。〞

　

県
育
成
会
は
、
毎
年
度
の
重
点
事
項
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
生
き
る
熊
本
づ
く
り
条
例
」
の

啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

改
正
を
機
会
と
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
が
更
に
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

（
県
育
成
会
大
会
の
冊
子
に
代
わ
る
「
事
業

の
概
要
」
発
行
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
新
た
な
生
活
様
式
や
感
染
防
止

策
が
必
要
と
な
り
、
県
育
成
会
大
会
を
は

じ
め
研
修
会
等
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
連
合
会
が
主
催
す
る
会
議
や

研
修
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催

が
進
ん
で
お
り
、
県
事
務
局
も
こ
れ
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
地
方
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
態
を
踏
ま
え
、
い
わ
ゆ
る

「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
時
代
に
あ
っ
て
も
育

成
会
活
動
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
展
開
す

る
工
夫
が
必
要
で
す
。
県
大
会
の
冊
子
に

代
え
て
、
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
と
実

施
状
況
な
ど
の
必
要
事
項
を
「
事
業
の
概

要
」
と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和３年７月１日 (2)第 33 号

　「ふれあい喫茶りんどう」は、平成 13 年 11 月、知的障がいのある人の就労の場の拡大と理解啓発

を進めるため、「熊本県手をつなぐ育成会」が県のご支援のもと全国に先駆けて県庁本館 1 階にオー

プンしました。そして、本年（令和 3年）11 月には開店 20 周年を迎えます。

　店内のスタッフやメニューに移り変わりはありますが、県庁を訪れる方や職員の皆

様には、食事処・憩いの場としてご愛顧をいただいています。コロナ禍の影響もあり

大変厳しい経営が続いていますが、障がいのある人の自立と社会参加という所期の目

的を果たせるよう頑張っていく所存です。今後とも温かいご支援をお願いいたします。

　開店からの 20 周年を振り返ってみました。

ふれあい喫茶りんどう２０周年ふれあい喫茶りんどう２０周年特集

H13.12 月の熊本日日新聞より

H23.11 月の毎日新聞より

　

先
の
見
え
な
い
閉
塞
し
た
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
育
成
会
が
自
ら
の
手
で
知
的
障

害
者
の
就
労
の
場
を
何
と
か
確
保
し
た
い

と
い
う
強
い
願
い
か
ら
実
現
さ
せ
た
の
が

「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
り
ん
ど
う
」
で
あ
る
。
特

に
〝
行
政
の
建
物
の
中
に
知
的
障
害
者
が

働
け
る
場
を
〞
こ
れ
は
長
年
の
夢
で
あ
っ

た
。

　

・
・
・
ま
だ
赤
字
経
営
で
は
あ
る
が
、

客
層
も
広
が
り
フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
る
。

障
害
者
が
働
く
店
と
い
う
こ
と
を
売
り
物

に
す
る
の
で
な
く
、
甘
え
や
甘
さ
を
排
し

て
接
客
や
コ
ー
ヒ
ー
の
味
が
評
判
と
な
る

よ
う
な
店
を
目
指
し
た
い
。
こ
の
こ
と
が
、

店
で
働
い
て
い
る
３
人
の
店
員
さ
ん
の
よ

り
確
か
な
社
会
参
加
と
自
立
に
つ
な
が
る

と
思
う
。

（
『
雇
用
の
広
場
（
№
七
二
）
』（
抜
粋
）
よ
り
）

　

十
年
の
歩
み
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
庁
の
な
か
に
「
り
ん
ど
う
」
が
で
き
た
と
き

の
こ
と
を
、
私
も
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま

す
。
最
初
は
声
も
小
さ
く
、
お
客
さ
ん
の
顔
を
あ

ま
り
見
な
か
っ
た
み
な
さ
ん
達
が
、
ど
ん
ど
ん
と

変
わ
り
ま
し
た
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
障
が
い
者
技

能
五
輪
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
す
ば
ら
し
い
活
躍
を

み
せ
ま
し
た
。　
　

　

一
人
一
人
の
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
い
つ
も
支

え
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
存
在
、
り
ん

ど
う
の
味
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
方
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
よ
い
お
仕
事
を
し
て
下

さ
い
。

　

み
な
さ
ま
の
今
後
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈

り
申
し
ま
す
。

　

小
さ
な
花
を
贈
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
五
日　

潮
谷　

義
子

　

り
ん
ど
う
の
み
な
さ
ま

　
　

（
元
熊
本
県
知
事　

潮
谷
義
子
様
か
ら
）

『20周年記念感謝の集い』開催予定
　喫茶「りんどう」を支援していただいた方々へ感謝の意を

込め 20 周年記念事業を開催する予定です。

　新型コロナウイルス感染症の影響のため、どのような開催

になるか未定です。方向性が決まりましたらお知らせします。

　　◇開催時期：令和 3年 11月頃（予定）

【ご協力お願いします】

特別協賛会員
年会費

10,000 円（コーヒー券 12枚付）

  5,000 円（コーヒー券 6枚付）



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 33 号(3) 令和３年７月１日

令和３年度　熊本県手をつなぐ育成会　法人本部事業計画（要旨）

１　基本主題　　「誰もが住みなれた地域で、安心して暮らせる社会の構築」

２　本年度テーマ

①知的障害者に対する正しい理解・啓発

②「2021 障害のある人もない人も共に生きる絵手紙コンテスト」の開催

③地域育成会の活性化と会員の増員について検討

④育成会事業所と連携を強化して活動を支援

⑤新型コロナに関する情報提供

⑥オンラインによる研修会や会議の導入検討

３　重点事項

〇知的障害者の理解・啓発事業の推進

・「2021 障害のある人もない人も共に生きる絵手紙コンテスト」の開催

・知的障害者相談員・生活協力員との連携及び研修会の実施

・地域育成会との連携による“啓発キャラバン隊”（疑似体験）の実施

〇地域育成会の活性化と会員の増員

・「地域資源開発協働ハンドブック」研修会の実施

・本人活動の組織化並びに活性化支援、施設協会からの情報収集

〇障害者関係諸制度策定への提言

〇就労支援事業の推進

・事業所協議会研修会の実施

〇新型コロナに関する情報提供

・県や全育連からの情報の周知　・県や全育連、各種団体等からの感染防止物資等の配付と要請

〇その他

・ふれあい喫茶「りんどう」20 周年記念事業の開催

・県育成会からの情報発信（県育成会便り「ともに」、ＨＰ・ＦＢ活用、オンライン研修会の検討

熊本こすもす園より熊本こすもす園より

　熊本こすもす園就労継続支援Ｂ型事業所では、知育玩具や布絵本や

指人形を制作し、販売しています。利用者さんたちが頑張ってひとつ

ひとつ手作りしています。以前にくらべると縫い方も上手になり、ス

ピードもあがってきました。特に、知育玩具は、子どもたちの集中力

や想像力、考える力などを育てていく道具として、

保育士さんやお話会の方々に好評です。

　これからも皆様のご意見を取り入れて、いろんな

商品を作っていきたいと思っていま

す。詳しくは、熊本こすもす園のホー

ムページをご覧ください。　　　

http://kosumosuen.com

知育玩具（お弁当セット）

知育玩具
（ポットン落とし）

利用者の方々が頑張っています。

指人形（三匹のこぶた） 布絵本（うちゅう）



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和３年７月１日 (4)第 33 号

　知的障がいをはじめとする様々な障がいのある人に対する県民の理解を深めるため、「絵手紙コン

テスト」を今年も開催します。熊本県では、平成 24 年（2010 年）に「障害のある人もない人も共に

生きる熊本づくり条例」を制定して共生社会の実現をめざしています。県育成会主催の絵手紙コンテ

ストが、条例のさらなる普及と共に生きる熊本の実現につながることを願っています。多くの方の応

募をお待ちしています。

作品規定　官製はがき（はがきサイズの用紙可）に
「障害のある人もない人も共に生きる熊
本づくり」を絵とメッセージで表現

応募方法　育成会会員・本人・家族、事業所利用者・
職員・家族、特別支援学校・小中学校・
高校の児童生徒、一般の方など（どな
たでも応募できます）

　　　　　☆住所、氏名、電話番号、所属名を明記
応募締切　2021 年（令和 3年）9月 30日（木）
応募先・問合せ先
〒 860-0842　熊本市中央区南千反畑町３－７
　　　　　　　熊本県手をつなぐ育成会
　　　　　　　　　　　　☎ 096-352-4149
発表・表彰　2021 年 10 月末発表予定、入賞・入

選作品には賞状と記念品を贈呈
展示・掲載　入賞・入選作品は熊本県庁内「ふれあ

い喫茶りんどう」に展示　会報誌・フェ
イスブック・ＨＰに掲載予定

　　　　　　☆詳しくはチラシをご覧ください。

【絵手紙コンテスト作品募集！】

今後の県大会・九州大会・全国大会の開催予定地
年度 熊本県大会 九州大会 全国大会

令和 2年度 新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止

令和 3年度 中止（新型コロナウイルス） 第 60 回 大分県 代替式典（オンライン）

令和 4年度 荒尾市 第 61 回 鹿児島県 第７回 福井県

令和 5年度 天草 第 62 回 福岡市 第８回 愛媛県

令和 6年度 宇城・宇土 第 63 回 宮崎県 第９回 ※令和６年以降調整

令和 7年度 山鹿 第 64 回 沖縄県

令和 8年度 熊本市 (70 周年記念大会 ) 第 65 回 福岡県

令和 9年度 ※令和９年以降調整 第 66 回 長崎県

令和 10 年度 第 67 回 佐賀県

※第６０回九州大会（大分大会）は冊子による報告



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 33 号(5) 令和３年７月１日

全
育
連　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
抜
粋
）

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

令
和
２
年
度
に
整
備
し
た
事
務
局
体
制
に
よ
り
、
い
わ
ゆ

る
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
時
代
に
あ
っ
て
も
育
成
会
活
動
が

途
切
れ
る
こ
と
な
く
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
を
実
施
す
る
。

【
主
な
全
育
連
事
業
】
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
）

〇
定
時
総
会　
　
　
　
　
　

（
令
和
３
年
６
月
下
旬
）

〇
全
国
大
会
代
替
式
典
（
令
和
３
年
10
～
11
月
）

〇
育
成
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
行
政
説
明
（
令
和
４
年
３
月
）

〇
正
会
員
代
表
者
・
事
務
局
長
会
議
（
令
和
４
年
３
月
）

〇
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
（
埼
玉
）
（
令
和
４
年
２
月
）

〇
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
研
修
会
（
宮
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
令
和
３
年
９
月
）

Ⅱ　

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

　

新
型
コ
ロ
ナ
を
「
災
害
」
と
し
て
捉
え
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
災
害
等
活
動
支
援
基
金
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
備
え
と
し
て
備

蓄
し
た
個
人
用
防
護
服
や
Ｎ
９
５
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
や
ニ

ト
リ
ル
手
袋
な
ど
を
正
会
員
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
配
送

す
る
。

Ⅲ　

福
祉
理
念
の
普
及
事
業
の
継
続

　

神
奈
川
県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
に
お
け
る
大
量
殺
傷
事

件
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
広
く
社
会
全
体
と
課
題
を
共

有
し
、
命
の
重
さ
と
福
祉
の
理
念
を
多
く
の
国
民
に
浸
透
さ

せ
る
。

Ⅳ　

地
域
資
源
開
発
の
取
組
み

　

「
地
域
資
源
開
発
協
働
推
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し

た
研
修
会
を
各
地
で
開
催
す
る
。
市
区
町
村
行
政
等
と
の
協

働
に
よ
り
地
域
資
源
の
開
発
を
進
め
育
成
会
運
動
を
地
域
レ

ベ
ル
で
活
性
化
さ
せ
る
。

全
国
手
を
つ
な
ぐ
事
業
所
協
議
会
に
名
称
変
更

　

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
名
称
が
こ
れ
ま

で
の
「
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
事
業

所
協
議
会
」
か
ら
「
全
国
手
を
つ
な
ぐ
事
業
所

協
議
会
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
般
社
団
法
人
全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会
の
構
成
員
と
し
て
一
翼
を
担
う

た
め
の
も
の
で
す
。
組
織
と
し
て
の
自
主
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
で
暮
ら
す
障
害
児

者
の
生
活
の
向
上
と
安
心
し
て
共
に
生
き
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
県
か
ら
、
運
営
委
員
と
し
て
永
野　

圭
祐

氏
（
八
代　

ま
ん
さ
く
園
）
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
手
を
つ
な
ぐ
お
た
す
け
プ
ラ
ン
」

　
　
　
（
所
得
補
償
）
加
入
募
集

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
必
要
な
方
、
内
容
を
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
県
育
成
会
事
務
局
又

は
各
地
域
の
育
成
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【全育連】本の紹介 《在庫あります》購入をご希望の方は、県育成会事務局までお知らせください。
　　　　　　　　その他、これまでに発刊した書籍も購入できます。

あたらしい
ほうりつの本
（改訂版）

￥1,320（税込）

「親なき後」を
みんなで支える

知的障害のある人の
高齢化を考える４つ
のポイント

￥1,100（税込）



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和３年７月１日 (6)第 33 号

　昭和 58 年に「長洲町心身障害者父母の会」が

発足し、行政当局の支援により、ひまわり農園・

ひまわり売店や沿線道路・公園の清掃業務等がス

タートしました。その後も「手をつなぐ父母の会」

としての活動を続け、平成 2 年 5 月に所期の目的

である「社会的自立のできる人間づくり」の確か

な前進を図るために「長洲町手をつなぐ育成会」

が発足しました。平成 19 年 4 月には事務局を長

洲町社会福祉協議会から知的障害者通所授産施設

ひまわりの里（現：自立支援センター ひまわりの

里）に移し、現在に至っています。

　主な活動は、育成会大会、ふれあい旅行、クリー

ンウォーク（清掃活動）、ボーリング大会等で、長

洲町各小中学校の支援学級やひまわりの里利用者

等に案内をして、一緒に楽しく活動に参加してい

ます。しかし昨年から続く新型コロナウイルス感

染の影響で、予定する活動ができていません。特に、

ふれあい旅行は皆さんが楽しみにしており、利用

者さんから「今年は旅行楽しみにしとるけん！」

と笑顔で言われました。旅行の計画は毎年立てて

いますが、昨年はコロナ、一昨年は台風接近と重

なり、2 年続けて中止になりました。「今年も厳し

いかな～」と思っていた中、作り笑いをするのが

精一杯でした。

　新型コロナウイルスの感染が続き不自由な生活

が続く中、そして会員数も少なくなってきている

中ではありますが、コロナに負けず、今後も育成

会活動を頑張ろうと思っています。

　社会福祉法人　アバンセ　カサ・チコは「無限

の可能性に向かって挑戦」と願う、働く仲間たちと

それを支える家族・職員、法人の運営にご尽力頂

いている地域の人たちで活動しています。平成 12

年、障害を持つ一人の男性が就職できなくなり、働

き先がなくなった事態を重く見たボランティア達が

活動を開始し、平成 12 年 12 月に御船町で作業所

準備会を発足し、平成 13 年 3 月、熊本市秋津町

に障害者共同作業所「手づくり工房カサ・チコ」を

開所しました。平成 15 年 1 月、「地域（在宅）で

暮らす仲間たちの頑張りを知って欲しい」との思い

から「ＮＰＯ法人カサ・チコ」を設立しました。仲

間たちも 1 人から 2 人‥‥15 人と増え、平成 18

年には、障害者自立支援法の指定サｰビスの認可を

受け、就労継続支援Ａ型事業を開始しました。そし

て、平成 19 年 9 月、熊本市東区秋津町から現在

の南区御幸西に移転し、「平成 20 年度熊本県障害

者自立支援基盤整備事業」の補助金を受け、作業

棟を新築し、障害者自立支援法の福祉サ－ビスの運

営・支援の強化に力を入れ、平成 23 年 3 月にＮ

Ｐ０法人から社会福祉法人に移行し「社会福祉法人

アバンセ」の認可を受けました。仲間たちに「無限

の可能性に向かって挑戦」の機会（アビリンピック

出場・一般就労）を提供し、一人ひとりの自立の促

進に寄与し、障害を持っていても地域で当たり前の

生活の継続を目標に支援を行い、事業の展開を図っ

ています。その一つとして、法人が運営する相談支

援事業所アミ－ゴも開設しています。

　現在のカサ・チコは、就労継続支援Ａ型から就

労継続支援Ｂ型に事業を移行し、利用者 25 名、職

員 10 名でコロナウイルス感染のリスクを抱えなが

ら、一人として感染者にならないように予防に努め、

日々の作業（木工・縫製・リサイクル）に頑張って

います。今後も利用者の方々の生活の質の向上に取

組んでいきたいと思います。 

長洲町手をつなぐ育成会

（社福）アバンセ　カサ・チコ

地域育成会から

育成会事業所紹介



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 33 号(7) 令和３年７月１日

　村田まき子さんは、八代市の「まんさく園」を利用し、同園の

グループホーム「すいれん」で暮らしています。

　まんさく園では調理班に所属。同園併設のカフェ「クミン」で

提供されるカレーなどを作っています。大量のタマネギをみじん

切りにする時も、まき子さんは涙を流すことなく平気でいられる

体質の持ち主。調理班の頼れる“戦力”です。

　また、まき子さんは「さをり織り」の織り手でもあります。多

彩な技法を身に付けており、同園では一番のベテランです。過去

にはウエディングドレスの生地を織ったことも。

　韓流ドラマが大好きというまき子さん。かつて図書館から『冬

のソナタ』小説版を借りてきて、内容をすべてノートに書き写し

たほどのファンです。ですが、近ごろは韓流ドラマの放送が平日

昼間に集中し、観る機会が減ったそうで、もっぱらテレビでは『岩

合光昭の世界ネコ歩き』を鑑賞しているとのこと。まき子さんは

猫も大好きなのです。

　「先日はグループホームのみんなとイチゴ狩りに行きました。カ

ゴいっぱいにイチゴを摘んで、おいしく食べました。残りは実家

の両親にあげました」とまき子さん。日々の生活を楽しんでいます。

村田まき子さん （八代市　まんさく園）

昭和 36年 4月 7日生 (60 歳 )
な か ま

特別支援学級紹介　　宇城市立松橋小学校

　全校児童４８８名の中で、知的障がい学級 ( ゆりのき学級 ) に在

籍している児童は、1 年生 2 名、2 年生 2 名、3 年生 1 名、4 年

生 2 名、5 年生 2 名の計 9 名です。

　ゆりのき学級では、児童の実態に合わせた学習計画を立て、交

流学級で友達と一緒に学習しながら共に学び合う時間と、ゆりの

き学級で苦手なところを学習する時間を作っています。苦手なこ

とを自分のペースで学習し、できることが少しずつ増えていくこ

とで、子どもたちは自信を持ち、いろいろなことに挑戦できるよ

うになり、きついことでもがんばることができる強い心が育って

います。

　また、ゆりのき学級での学習に、社会の中で自立して生きる力

や生活を楽しむ力をつけるための「生活単元学習」があります。

この学習では、野菜を育てたり、JR やバスの乗り方、買い物の仕

方などの学習をしたりしています。異学年でのペアやグループで

一緒に学習するので、上級生が下級生のお世話をしたり、教えた

りすることで、ゆりのきの仲間どうしで共に学び合うことのでき

る楽しい学習となっています。

「野菜のお世話の様子」

「自分で考えた元気のでる朝食作り」



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和３年７月１日 (8)第 33 号

特別支援学校紹介　令和３年４月に県立特別支援学校２校が開校しました



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 33 号(9) 令和３年７月１日

熊本県からのお知らせ



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和３年７月１日 (10)第 33 号

役　　職 氏　　名 所　　　属

会 長 川 村　 隼 秋 学識経験者

副 会 長 西　　 惠 美 熊本市育成会

副 会 長 堤 田　 照 一 天草白い雲の会

副 会 長 西　　 正 道 県特研会長（特）

常 務 理 事 甲 斐　 憲 彦 事務局長（特）

理 　 事 沼 田　 宗 生 熊本こすもす園長（特）

理 　 事 石 田　 浩 一 芦北郡育成会

理 　 事 髙 橋　 次 郎 熊本市育成会

理 　 事 作 本　 弘 美 宇城市（特）

理 　 事 田 上　 明 利 山鹿市育成会

理 　 事 蓑 田　　 保 八代育成会

理 　 事 有 働　 悦 久 菊池圏域育成会

理 　 事 中 嶋　 真 也 荒尾市育成会

【理　事】

役　　職 氏　　名 所　　　属

監 　 事 仲 次　 利 光 税理士

監 　 事 服 部　 法 義 元福祉施設長

【監　事】

役　　職 氏　　名 所　　　属

評 議 員 中 村　 立 行 学識経験者

評 議 員 中 村　 敬 子 学識経験者

評 議 員 武 元　 典 雅 施設協会会長（学）

評 議 員 北 島　 和 子 宇城育成会

評 議 員 山 口　 幸 明 長洲町育成会

評 議 員 谷 口　 建 太 玉名市育成会

評 議 員 新　　 浩 二 天草白い雲の会

評 議 員 上 野 希 久 代 宇土市育成会

評 議 員 田 中　 由 紀 山鹿市育成会

評 議 員 坂 本　 敦 子 熊本市育成会

評 議 員 中 原　 長 美 八代育成会

評 議 員 甲 斐　 純 代 学識経験者

評 議 員 宗 像 千 登 世 ひとよし育成会

評 議 員 永 田　 文 子 こすもす園家族の会

【評 議 員】

令和３年度
社会福祉法人　熊本県手をつなぐ育成会　評議員・理事・監事

　令和 2年度より「荒尾市手をつ
なぐ育成会」会長を務めさせて頂
いております中川さおりです。諸
先輩が培われてきた活動への思い
を大切にしつつ、「障がいがあって

も住みやすい地域づくり」の一助が出来れば幸い
です。

　荒尾市手をつなぐ育成会会長
　　　　　　　中川　さおり

　一昨年度末に山鹿中学校校長を
最後に定年退職し、山鹿市手をつ
なぐ育成会山鹿分会会長を仰せつ
かっています。20 年の教諭経験、
12年間の教育行政経験、5年間の

校長経験を生かして精一杯頑張ります。よろしく
お願いします。
　　　　  山鹿市手をつなぐ育成会
　　　　山鹿分会会長・事務局長　　田上　明利

地域育成会の新しい顔を紹介します（№１）こんにちは！

　この度、育成会の理事に選任さ
れました有働です。菊池市旭志で
Ｂ型事業所を運営しています。
コロナ禍の中、利用者、仕事も減
少し大変苦労しています。コロナ

が絶命しないと何もできませんが、みんなで手を
取り合いがんばりましょう。

　菊池圏域手をつなぐ育成会会長
　　　　　　　有働　悦久



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 33 号(11) 令和３年７月１日

令和３年度　知的障害者相談員

1 熊本 熊本市 堅島　陽子

2 熊本 熊本市 中村　淳子

3 熊本 熊本市 若松　真由美

4 熊本 熊本市 山本　博子

5 熊本 熊本市 東　　澄子

6 宇城 宇土市 塘端　博子

7 宇城 宇城市 北島　和子

8 宇城 美里町 有村　トヨ子

9 上益城 益城町 玉作　惠子

10 上益城 御船町 甲斐　武子

11 上益城 山都町 吉川　勲

12 菊池 菊池市 崎村　弥生

13 菊池 合志市 西村　亜圭未

14 菊池 菊陽町 田尻　貴子

15 菊池 大津町 北村　豊子

16 有明 玉名市 井本　臣哉

17 有明 玉名市 宮　貴美代

18 有明 荒尾市 中川　さおり

19 有明 荒尾市 中嶋　真也

20 有明 南関町 北山　貴久子

21 有明 長洲町 前嶋　信子

No. 圏　域 市　町　村 氏　名 No. 圏　域 市　町　村 市　町　村

22 有明 和水町 嶋添　由理子

23 鹿本

24 鹿本

25 阿蘇 阿蘇市 内田　博美

26 阿蘇 高森町 二村　真純

27 阿蘇 西原村 廣瀨　るみ子

28 阿蘇 小国町 綿貫　美香

29 阿蘇

30 八代 八代市 庄野　末藏

31 八代 八代市 小嶋　ひろみ

32 八代 八代市 樽海　哲子 

33 八代 八代市 村山　紀美子

34 芦北 芦北町 岡部　初美

35 芦北 津奈木町 開田　いつみ

36 球磨 錦町 遠山　竜太

37 球磨 多良木町 吉田　みさ子

38 球磨 球磨村 川内　俊博

39 球磨 あさぎり町 福田　加代

40 天草 天草市 櫻田　由布子

41 天草 天草市 猪口志　真由美

42 天草 天草市 嶋津　美千代

6月 30 日現在

　八代手をつなぐ育成会の事務局
長を仰せつかり２年目となります。
学校勤務時代、子供たちや保護者
の皆様から沢山のことを学ばせて
頂きました。共生社会実現のため

微力ながら日々を重ねて参ります。どうぞよろし
くお願い致します。

八代手をつなぐ育成会　事務局長
　　　　　　　　中原　長美

　こんにちは !!「熊本こすもす園家
族会」の永田文子です。今回、家
族会の代表ということでご挨拶さ
せて頂きます。娘はダウン症で 26
歳。こすもす園で自由にゆっくり

と過ごしています。これからもよろしくお願い致
します。

熊本こすもす園家族会会長
永田　文子

地域育成会の新しい顔を紹介します（№2）こんにちは！

※今年度の知的障害者相談員の方々です。連絡先等は、各市町村の担当窓口にお問い合わせください。



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和３年７月１日 (12)第 33 号

会　　　　名 代表者名 郵便番号 連絡先（事務局等）住所
電 　 話

Ｆ Ａ Ｘ

熊本市

手をつなぐ育成会
西　　惠美 860-0004 熊本市中央区新町 2丁目 4 － 27

096-352-0010

096-352-1459

八代

手をつなぐ育成会
蓑田　　保 866-0084 八代市植柳新町 2丁目 26-3

0965-32-2550

0965-32-2550

山鹿市

手をつなぐ育成会
栗川　亮一 861-0501 山鹿市中 619-3　もくせい学園

0968-44-7647

0968-44-7664

玉名市

手をつなぐ育成会
作本　幸男 865-0016 玉名市岩崎 1299-1　若葉作業所

0968-74-1628

0968-86-8617

ひとよし

手をつなぐ育成会
宗像千登世 868-0086 人吉市下原田町羽田 340-2

0966-24-1685

0966-22-6399

宇土市

手をつなぐ育成会
井上　みか 869-0442 宇土市城之浦町218

0964-53-9920

0964-53-9920

宇城

手をつなぐ育成会
北島　和子 869-0502 宇城市松橋町松橋 1926-5

0964-33-0366

0964-33-0366

荒尾市

手をつなぐ育成会
中川さおり 864-0041 荒尾市平山1637　　 

090-7580-3967

0968-66-3740

天草

白い雲の会
堤田　照一 863-0002

天草市本渡町本戸馬場2179-1

天草本渡青年会議所内

0969-24-0718

0969-24-0723

芦北郡

手をつなぐ育成会
石田　浩一 869-5563 芦北郡芦北町大字花岡1702-13

0966-82-3560

0966-82-3560

菊池圏域

手をつなぐ育成会
有働　悦久 869-1207

菊池市旭志新明699-2　

就労支援センターふくとく

0968-37-3772

0968-37-3782

熊本市　植木町

手をつなぐ育成会
松田　耕平 861-0143 熊本市北区植木町大和63－13

096-273-0735

096-273-0735

玉名郡　長洲町

手をつなぐ育成会
山口　幸明 869-0105

玉名郡長洲町清源寺3246

ひまわりの里

0968-78-0589

0968-85-7755

熊本こすもす園

家族の会
永田　文子 869-4202 八代市鏡町内田1608-2(B-204）

090-3419-4158

玉名郡　玉東町

手をつなぐ育成会
松井真代子 869-0312

玉名郡玉東町二俣72

るぴなす

0968-84-7858

0968-84-7858

山鹿市　手をつなぐ育成会

山鹿分会
田上　明利 861-0501

山鹿市山鹿1328-1　

山鹿ゆうあい園

0968-43-8518

0968-43-8518

山鹿市　手をつなぐ育成会

鹿本分会
冨田　徹也 861-0331

山鹿市鹿本町御宇田 258

鹿本小学校

0968-46-2067

0968-46-5875

山鹿市　手をつなぐ育成会 

菊鹿分会
田中　由紀 861-0406

山鹿市菊鹿町下永野 841 番地

菊鹿小学校

0968-48-2016

0968-48-3691

山鹿市　手をつなぐ育成会

米野岳校区分会
木下　幸美 861-0561

山鹿市南島 1125

めのだけ小学校

0968-43-1179

0968-42-8277

山鹿市　手をつなぐ育成会

鹿北分会
酒井　洋史 861-0601

山鹿市鹿北町四丁 1469-1

鹿北小学校

0968-32-3334

0968-32-3338

上益城郡　益城町

手をつなぐ育成会
濱田　龍郎 861-2235

上益城郡益城町福富772　

九州ラーメン党そよかぜ福祉作業所

096-287-8223

096-287-8230

 令和３年度　地域育成会一覧令和３年度　地域育成会一覧



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 33 号(13) 令和３年７月１日

 令和 3 年度令和 3 年度

　全国手をつなぐ事業所協議会  加盟事業所　全国手をつなぐ事業所協議会  加盟事業所

事　業　所　名 郵便番号 所　　在　　地
電 　 話

Ｆ Ａ Ｘ

ゆうあい園 861-0501 熊本県山鹿市山鹿 1328-1
0968-43-8518
0968-43-8518

第二ぎんなん作業所 862-0975 熊本県熊本市中央区新屋敷 3-9-7
096-371-9381
096-371-9381

ふれあいワ―ク 　　　 861-8006 熊本県熊本市北区龍田９丁目 2-21
096-338-4213
096-338-4213

花梨の家　わがんせ 864-0041 熊本県荒尾市荒尾 1694-1
0968-62-1175
0968-62-1175

こまちの森 861-0125 熊本市北区植木町小野 128
096-273-2705
096-273-2705

多機能型事業所
カサ・チコ 

861-4171 熊本県熊本市南区御幸西 2-659-3
096-223-8710
096-223-8711

サンシャインワークス 861-1115 熊本県合志市豊岡 2000-1653
096-248-7273
096-248-7274

就労支援センター
ふくとく

869-1207 熊本県菊池市旭志新明 669-2
0968-37-3772
0968-37-3782

菊池ひまわりの会 861-1324 熊本県菊池市野間口 567-4
0968-25-5141
0968-25-5141

若葉作業所 865-0016 熊本県玉名市岩崎 1299-1
0968-74-1628
0968-86-8617

なずな工房 861-4152 熊本市南区富合町清藤 88-2
096-358-0023
096-243-0727

就労支援センター
くまもと

861-5535 熊本市中央区貢町 780-8
096-288-1752
096-288-1753

まつの木作業所 869-0532 熊本県宇城市松橋町久具 2440
0964-32-3500
0964-32-3634

るびなす 869-0311 熊本県玉名郡玉東町二俣 72
0968-84-7858
0968-63-1860

まんさく園 866-0885 熊本県八代市永碇町 961-1
0965-31-7440
0965-32-1400

みのり 866-0802 熊本県八代市妙見町 2377-3
0965-30-0701
0965-30-0702

白いキャンバス 868-0036 熊本県人吉市二日町 17-1
0966-22-6399
0966-22-6399

アート工房　クレヨンの森 868-0302 熊本県球磨郡錦町一武 2196-2
0966-38-2435
0966-38-2435

カムワ―クたんぽぽ 868-0502 熊本県球磨郡多良木町黒肥地 1625-4
0966-42-6114
0966-42-6114

のぞみ作業所 863-0031 熊本県天草市栄町 4-13
0969-22-7485
0969-22-7485

そよかぜ福祉作業所 861-2235 熊本県上益城郡益城町福富 772
096-287-8223
096-287-8230

八代農林 866-0005 熊本県八代市郡築八番町 75
0965-46-5770
0965-46-5771

もやいの丘 816-8045 熊本県熊本市東区小山 2丁目 27-13
096-349-0206
096-349-0207



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和３年７月１日 (14)第 33 号

※ご契約にあたっては必ず「ご契約に際しての重要事項」「約款」東京海上日動の「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、ぜんち共済株式会社までお問い合わせください。

病気やケガが絶えない・・・
成人病や生活習慣病に備えたい…
他人の物を壊してしまった・・・

虐待・雇用現場での差別など
人に相談しにくい悩みがある…

このようなお困り事に
心当たりがある方に・・・

少額短期健康総合保険（無告知型）2019年創設

あんしん保険
ぜんちの

あんしん保険

・最高日額1万円
・個人賠償責任補償
・弁護士費用補償
・安心サポート

障がいのある方とそのご家族へ

ぜんちの

権利擁護補償付傷害保険 2019年創設

こども傷害保険こども傷害保険

・入院・通院を日額保障
・個人賠償責任補償
・トラブルに巻き込まれた際、
　弁護士がサポート

特別支援教育を必要とされている方へ

弁護士が
全面的に
サポート

知的障がい・
発達障がい、ダウン症、
てんかんのある方、

ご家族に

関東財務局長（少額短期保険）第14号

ぜんち共済株式会社
【202 1年4月作成 21-TC0 0392】

平日9時～ 17時/土日・祝日・年末年始を除く
URL：http://www.z-kyosai.com/

詳しい資料のご請求・お問合せはこちら

0120-322-150
〒102-0073 東京都千代田区九段北3-2-5 九段北325ビル4階

　

山
鹿
市
内
の
全
て
の
小
・
中
学
校
で
は
、

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の

学
習
と
し
て
「
心
の
と
も
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
実

態
に
応
じ
て
学
習
内
容
を
工
夫
し
て
い
ま

す
が
、
山
鹿
小
学
校
で
は
、
毎
年
11
～
12

月
に
「
え
ん
ぴ
つ
村
を
開
こ
う
」
と
い
う

生
活
単
元
学
習
・
自
立
活
動
の
学
習
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
販

売
協
力
の
呼
び
か
け
、
注
文
数
や
売
上
金

額
の
確
認
、
商
品
の
袋
入
れ
、
お
礼
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
作
り
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
通

し
て
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
何
よ
り
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
は
、
い
よ
い
よ
「
え
ん

ぴ
つ
村
」
を
開
店
し
、
お
客
様
で
あ
る
友

達
や
先
生
方
に
商
品
を
手
渡
し
す
る
日
で

　

県
育
成
会
で
は
、
鉛
筆
・
赤
鉛
筆
・
ペ
ン
シ

ル
・
ペ
ン
シ
ル
の
芯
・
消
し
ゴ
ム
・
マ
ー
カ

ー
ペ
ン
を
販
売
す
る
「
心
の
と
も
運
動
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
育
成
会
活
動
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。

販
売
に
よ
る
収
益
の
一
部
は
、
各
地
域
育
成

会
の
活
動
資
金
に
な
り
ま
す
。

　

積
極
的
に
こ
の
運
動
に
参
加
さ
れ
、
活
動
の

輪
を
広
げ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

心
の
と
も
運
動

心
の
と
も
運
動
・
実
践
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
鹿
市
立
山
鹿
小
学
校

す
。
山
鹿
小
で
は
、
低
・
中
・
高
学
年
部

ご
と
に
３
店
舗
の
「
え
ん
ぴ
つ
村
」
を
開

店
し
て
い
ま
す
が
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
「
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
ど
う
ぞ
」
と
い
う
子
ど
も
た

ち
の
楽
し
そ
う
な
声
と
笑
顔
が
広
が
り
ま

す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
売
上
げ
の
一
部
を
学
校

還
元
金
と
し
て
各
学
校
に
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
山
鹿
小
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

の
材
料
費
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
え
ん
ぴ
つ
村
を
開
こ
う
」

の
学
習
を
通
し
て
、
友
達
と
協
力
し
て
活

動
し
た
り
多
く
の
人
と
交
流
し
た
り
す
る

経
験
を
積
む
こ
と
で
、
児
童
一
人
一
人
の

自
立
に
向
け
た
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 33 号(15) 令和３年７月１日

令
和
２
年
度　

熊
本
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
業
実
施
概
要
報
告

令和 3年 3月 31 日現在

資　産　の　部 負　債　の　部

科　　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

流動資産 4,048,698 流動負債 581,724

　現金預金 3,373,218 　事業未払金 208,249

　事業未収金 398,800 　職員預り金 107,475

　前払費用 276,680 　賞与引当金 266,000

負債の部合計 581,724

固定資産 1,434,043 純　資　産　の　部

　基本財産（定期預金） 1,000,000 基本金 1,000,000

　その他の固定資産 434,043 次期繰越活動収支差額 3,901,017

　　器具及び備品 2 （うち当期活動収支差額） 1,272,776

　　災害見舞金基金 434,041 純資産の部合計 4,901,017

資産の部合計 5,482,741 負債及び純資産の部合計 5,482,741

　　自　令和 2年 4月 1日　至　令和 3年 3月 31 日

勘　　定　　科　　目 金　　　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
入

　　会費収入 2,396,500
　　経常経費補助金収入 2,414,400
　　寄附金収入 70,000
　　受託金収入 116,000
　　負担金収入 1,352,600
　　雑収入 1,374,088
　　受取利息配当金収入 137
　　事業区分間繰入金収入 4,200,000
　事業収入計 11,923,725

事
業
活
動
に
よ
る
支
出

　　人件費支出 6,668,401
　　事務費支出 2,262,031
　　事業費支出 80,087
　　分担金支出 1,554,390
　　助成金支出 86,040
　　災害見舞金基金支出 384,041
　事業支出計 11,034,990

当期資金収支差額合計 888,735
前期末支払資金残高 2,844,239
当期末支払資金残高 3,732,974

４
月　

熊
本
こ
す
も
す
園
辞
令
交
付 

1
日

　
　
　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
水
泳
、

　
　
　
　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
他
）
（
中
止
） 

28
日

5
月　

監
事
に
よ
る
監
査
（
熊
本
こ
す
も
す
園
） 

15
日

　
　
　

九
育
連
第
１
回
役
員
会
（
大
分
）

　
　
　
　
　
　
　

（
中
止
：
書
面
に
よ
る
決
議
） 

22
日

　
　
　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
） 

24
日

　
　
　

令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会 

29
日

６
月　

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会 

5
日

　
　
　

定
時
評
議
員
会 
12
日

　
　
　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
熊
本
大
会(

中
止
）
13
～
14
日

　
　
　

令
和
２
年
度　

第
２
回
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
書
面
に
よ
る
決
議
） 

18
日

　
　
　

全
育
連
定
時
総
会(

書
面
に
よ
る
決
議
） 

30
日

７
月　

熊
本
市
育
成
会
定
期
大
会
（
中
止
） 

11
日

８
月　

県
育
成
会
大
会(

天
草
大
会
）(

中
止
） 

1
日

　
　
　

県
特
研
夏
季
研
修
会
（
中
止
） 

7
日

９
月　

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所
等
表
彰
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
） 

17
日

　
　
　

令
和
２
年
度　

第
３
回
理
事
会 

18
日

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
９
月
開
催
） 

25
日

　
　
　

豪
雨
災
害
見
舞
金
贈
呈

　
　
　
　
　

（
八
代
、
芦
北
、
人
吉
、
球
磨
）
28
～
29
日

10
月　

赤
い
羽
根
空
の
第
１
便
伝
達
式 

1
日

　
　
　

全
育
連
全
国
大
会(

愛
媛
大
会
）    

3
～
4
日

　
　
　

ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
覧
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
（
県
立
美
術
館
） 

6
日

　
　
　

九
育
連
大
分
大
会
・

　
　
　
　
　

九
育
連
第
２
回
役
員
会　
　

 

　

17
～
18
日

　
　
　

県
へ
の
要
望
書
提
出
（
障
が
い
者
支

　
　
　
　
　
　
　
　

援
課
、
特
別
支
援
教
育
課
） 

27
日

　
　
　

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
選
考
会 

28
日

11
月　

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
賞
状
等
持
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宇
城
、
玉
東
他
） 

5
日

　
　
　

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
（
り
ん
ど
う
） 

11
日

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会 

25
日

　
　
　

内
部
経
理
監
査
（
前
期
）
（
こ
す
も
す
園
） 

26
日

12
月　

令
和
２
年
度　

第
４
回
理
事
会 

2
日

　
　
　

知
的
障
が
い
者
相
談
員
研
修
（
県
庁
） 

7
日

　
　
　

ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
中
止
） 

13
日

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
12
月
開
催
） 

18
日

　
　
　

障
が
い
者
芸
術
展
開
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
県
立
美
術
館
分
館
）
13
～
14
日

１
月　

喫
茶
り
ん
ど
う
現
地
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
） 

22
日

　
　
　

九
育
連
オ
ン
ラ
イ
ン
試
行 

29
日

２
月　

事
業
所
協
議
会
研
修
会
（
中
止
）   

15
日

　
　
　

熊
本
こ
す
も
す
園
改
善
委
員
会
、

　
　
　
　
　

職
員
表
彰
他
（
熊
本
こ
す
も
す
園
） 

25
日

　
　
　

全
育
連
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

26
日

３
月　

内
部
経
理
監
査
（
後
期
）
（
熊
本
こ
す
も
す
園
） 
4
日

　
　
　

全
育
連
事
業
所
協
議
会
全
国
研
修
大
会
・

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

5
日

　
　
　

九
育
連
第
３
回
役
員
会 

8
日

　
　
　

令
和
２
年
度　

第
５
回
理
事
会 

9
日

　
　
　

全
育
連
正
会
員
代
表
者
・

　
　
　
　

事
務
局
長
合
同
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

11
日

　
　
　

育
成
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

　
　
　
　
　
　
　
　

行
政
説
明
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

13
日

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
３
月
開
催
） 

15
日

法人本部会計貸借対照表

法人本部会計資金収支計算書
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「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、
一
般
社
団
法
人

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
が
編

集
・
発
刊
す
る
機
関
誌
で
す
。

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
に
関

す
る
問
題
や
福
祉
施
策
の
最
新
情
報
か

ら
、
全
国
各
地
の
先
進
的
な
取
り
組
み
、

著
名
人
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。
是
非
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

　

各
地
域
育
成
会
で
十
冊
以
上
ま
と
め

て
購
入
い
た
だ
く
と
、
地
区
助
成
費
が

あ
り
、
活
動
資
金
と
な
り
ま
す
。

８
月　

令
和
３
年
度　

熊
本
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
荒
尾
大
会
（
中
止
）

　
　
　

熊
本
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会 

夏
季
研
修
会
（
兼
九
州
大
会
）

（
ウ
ェ
ブ
会
議
）
（
5
日
：
木
・
6
日
：
金
）

９
月　

第
60
回
九
州
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
大
分
大
会

（
冊
子
に
よ
る
報
告)

　
　
　

九
育
連
役
員
会
②
（
大
分
市
）

　
　
　

第
3
回 

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

（
16
日
：
木
）

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
9
月
開
催
：
予
定
）   

（
24
日
：
金
）

　
　
　

知
的
障
害
者
相
談
員
研
修
会
（
未
定
：
県
庁
会
議
室
）

10
月　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国
大
会

　
　
　
　

（
代
替
式
典
）
（
未
定
：
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）

　
　
　

県
行
政
施
策
に
関
す
る
要
望
書
提
出       

（
予
定
）

　
　
　

２
０
２
１
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

　
　
　

第
21
回 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
三
重
県
）

  

（
23
日
：
土
～
25
日
：
月
）

11
月　

ふ
れ
あ
い
喫
茶
り
ん
ど
う
開
店
20
周
年
記
念
事
業
（
未
定
）

　
　
　

２
０
２
１
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

　
　
　

内
部
経
理
監
査
（
前
期
）　
　

（
未
定
・
こ
す
も
す
園
）

　
　
　

要
望
書
に
関
す
る
意
見
交
換
会

（
障
が
い
者
支
援
課
・
特
別
支
援
教
育
課
：
未
定
）

12
月　

障
が
い
者
週
間 

　

      

（
3
日
：
金
～
9
日
：
木
）

　
　
　

第
4
回 

理
事
会                  

（
3
日
：
金
）

　
　
　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム   

（
未
定
）

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
12
月
開
催
：
予
定
）   

（
17
日
：
金
）

　
　
　

第
41
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
18
日
：
土
・
19
日
：
日
・
東
京
）

　
　
　

く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展　
　
　
　
　

 

　

（
未
定
）

１
月　

全
国
育
成
会
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
（
未
定
：
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）

２
月　

九
育
連
役
員
会
③          

（
19
日
：
金
・
大
分
市
）

　
　
　

事
業
所
協
議
会
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
未
定
）

　
　
　

Ｊ
Ａ
植
木
祭
り
へ
の
出
店

　
　
　

手
を
つ
な
ぐ
事
業
所
協
議
会
全
国
大
会　
　

 

（
未
定
）

３
月　

全
国
育
成
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
行
政
説
明

（
東
京
：
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
）

　
　
　

育
成
会
代
表
者
及
び
事
務
局
長
合
同
会
議

（
東
京
：
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

　
　
　

内
部
経
理
監
査
（
後
期
）    

（
未
定
：
こ
す
も
す
園
）

　
　
　

第
5
回 

理
事
会                  

（
11
日
：
金
）

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
３
月
開
催
：
予
定
）   

（
17
日
：
金
）

（
令
和
３
年
度
後
期
行
事
予
定
）

  

編
集
後
記 



　
「
心
と
こ
こ
ろ
」
第
33
号
を
発
刊
す

る
に
あ
た
り
、
関
係
機
関
・
学
校
及
び

地
域
育
成
会
・
事
業
所
等
の
皆
様
に
は
、

ご
多
用
の
中
、
原
稿
の
執
筆
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、

そ
の
終
息
は
未
だ
見
通
せ
ず
、
我
慢
を

強
い
ら
れ
る
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
県

育
成
会
大
会
が
２
年
連
続
の
中
止
と
な

り
、
開
催
予
定
地
の
荒
尾
市
育
成
会
の

方
々
に
は
大
変
ご
負
担
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
。
来
年
は
、
会
員
が
一
堂
に
会

す
る
大
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
、
県
北
と
県
南
に
知
的

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

た
特
別
支
援
学
校
が
開
校
さ
れ
た
こ
と

は
大
変
有
難
く
、
熊
本
県
教
育
委
員
会

を
は
じ
め
関
係
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
県
育
成
会
と
し
て
、
両

校
の
今
後
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
育
成
会
の
新
し
い
会
長

や
事
務
局
長
を
紹
介
す
る
企
画
を
始
め

ま
し
た
。
地
域
育
成
会
の
関
係
者
を
紹

介
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
心
の
と
も
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
か
ら
、

実
践
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
先
生

方
に
、
こ
の
運
動
の
存
在
と
活
用
の
効

果
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

元
気
の
出
る
情
報
・
交
流
誌

「
手
を
つ
な
ぐ
」
購
読
の
ご
案
内

一
部　
　
　
　
　

四
〇
〇
円
（
月
刊
）

年
間
購
読
料　

三
九
〇
〇
円

※
詳
し
く
は
、
県
育
成
会
へ

　

☎
（
〇
九
六
）
三
五
二
ー
四
一
四
九

御
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
熊
本
県
本
部　

様

西　
　
　

有　

司　
　

様

川　

村　

隼　

秋　
　

様

甲　

斐　

憲　

彦　
　

様

日　

高　

幸　

子　
　

様

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

賛助会員募集中 !!
　知的障がいのある人たちの福祉の向上のために、

　賛助会員を募集しています。

　・個人会費　　１口　　２，０００円

　・団体会費　　１口　１０，０００円

　　　　　　【問い合わせ】☎　０９６－３５２－４１４９

賛
助
会
員

川
村　

隼
秋

浅
川　

信
治

堅
島　

陽
子

沼
田　

宗
生

藤
山　

浩
二

松
本
か
お
る

北
岡　

真
利

山
田　

敏
也

五
嶋　

和
明

島
田　

幸
喜

中
吉　

良
太

喜
讀　

浩
太

北
園　

智
哉

有
岡　

航
太

川
田
和
歌
子

髙
濱
智
重
巳

麥
生
田
直
子

竹
田
な
つ
み

中
原
裕
久
子

山
岡
ま
ゆ
み

城
下　

詩
織

原
田　

聖
子

永
野
健
太
郎

後
藤　

浩
史

樫
谷
奈
緒
美

坂
田　

茂

伊
藤　

澄
江

坂
口　

歩
美

木
村　

淳
樹

鹿
山　

仁

飯
田　

美
喜

鍬
田
カ
シ
子

吉
山　

尚
吾

石
原　

浩
平

今
田　

真
理

叶
田　

宏
一

迎
田　

裕
子

橋
口　

元

中
川　

恵
里

坂
本　

浩
子

尾
田　

良
子

坂
梨　

正
男

内
田
百
合
子

村
上
ち
え
子　


